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行 方 市 民 憲 章

やさしい自然

かがやく人

わたしたちがつくる

魅力あるまち、行方市

　
 情報ひろば

行 方 市 の 人 口

総　数　37,236 人（-61）

男　　18,498 人（-17）

女　　18,738 人（-44）

世帯数　12,731 世帯（-21）

平成 27 年２月１日現在

※外国人住民を含む
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茨城県神栖市大野原4-7-11

弁護士　瀧    　智英（茨城県弁護士会所属）
弁護士　谷本　雅晃（茨城県弁護士会所属）

問合せ  ０２９９-９１-１１７１
神栖ひまわり基金法律事務所

秘密厳守・夜間対応可

借 金 の 整 理

鹿島セントラルビル新館５階

不 動 産 ・ 建 築

金 銭 問 題破 産 過 払 金

離 婚 ・ 相 続

各種民事・家事事件

※行方市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの活性化、市民生活情報の提供を目的に有料広告掲載の取り組みを行っています。
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「自殺防止つながる “ わ ”・ささえる “ わ ”
茨城いのちの絆キャンペーン」実施中！

　県内の 1 年間の自殺者数は約 600 人という深刻な状況です。つらいこと・苦し

いことはひとりで抱えず、悩みを相談しましょう。あなたには相談できる人がい

ます。

○茨城いのちの電話
　　　　つくば　　　　　　029-855-1000（毎日 24 時間）

　　　　水　戸　　　　　　029-350-1000（毎日 13 ～ 20 時）

　　フリーダイヤル　　　　0120-738-556（毎月 10 日　８時～翌日８時）

○いばらきこころのホットライン（祝日・年末年始休）
　　　　平　日　　　　　　029-244-0556（９～ 12 時 /13 ～ 16 時）

　　土日フリーダイヤル　　0120-236-556（９～ 12 時 /13 ～ 16 時）

【問い合わせ】　社会福祉課（玉造庁舎）　☎ 0299-55-0111
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　常陽銀行では現在、3,700 名ほどの行員が勤務しており、そのうち約４割が女性です。また、パートタ

イマーを含めると女性の占める割合は６割近くにまで上昇します。総務省がまとめている「25年労働力調

査」によりますと、正規従業員のうち女性の占める割合は約 30％、非正規従業員も含めた労働者全体で

は女性の占める割合は約 45％となっており、当行は女性従業員の占める割合が比較的高い組織であると

言えます。従いまして、当行にとって、「女性の活躍機会の拡大」を進めていくことは、組織の活性化を図

り、持続的な成長を実現していくために必要不可欠な要件となります。

　当行における取り組みの一部をご紹介しますと、まずは、女性従業員の定着率を上げることに注力して

います。様々な分野で多様な価値観を持った女性にこれまで以上に活躍してもらうためには、女性に長く

働き続けてもらうことが大切です。かつては、女性は結婚したら退職するケースが多く、会社もそうした風

潮を受け入れていた時期がありました。しかしながら、せっかく仕事を覚えて、戦力となって働いていた従

業員を結婚や出産などを機に退職という形で失ってしまうことは大きな損失であり、女性の活躍を推進して

いくためにも、女性が長い間、働き続けることができる環境を整備することが、企業にとって重要となって

います。

　こうしたことから、出産や育児を経ても働き続けることができるように法定を上回る育

児休業制度や育児短時間勤務制度を設けています。制度はあっても利用しづらいので

は意味がありませんので、育児休職者の代替要員の確保や復職支援策をさらに充実さ

せていくなどして制度を利用しやすい環境整備を進めていく予定です。

　女性従業員の定着率向上は一朝一夕では効果は現れませんので、中長期的な視点

で継続して取り組んでいくことが何よりも重要であると考えています。

　ー　女性が活躍できる職場づくりー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　常陽銀行

※行方市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの活性化、市民生活情報の提供を目的に有料広告掲載の取り組みを行っています。

↑ 相談￥０　着手金￥０　成功報酬制！
過　 払　 い　 金　 回　 収

借金整理・交通事故・遺言・相続

弁護士法人　リーガルプラス

124 号イオンそば

茨城県弁護士会所属

代表弁護士  谷  靖介
☎０２９９－８５－３３５０(平日 10:00 ～ 18:00)

検 索

本市のまちづくりに協力していただいてい
る方・団体等に、話題を提供いただき、様々
な『男女共同参画』について、コラムを連
載いたします。市民の皆様の声もお寄せく
ださい。ご意見をお待ちしております。

男 女 共同参画って何！？


